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研究成果の概要（和文）：1600 年以前の日本の古文書に関する諸情報を共有し、文書名の付与

や年代比定などの基礎作業を共同で行う「古文書バーチャルラボ」を構築した。「古文書バーチ

ャルラボ」の運用により、史料編纂所歴史情報システム上の古文書に関するデータを修正・追

加することを試行し、また古文書学上の研究成果については公開研究会において発表した。ま

た『鎌倉遺文』未収録の文書数について検討した。以上の内容を報告書にまとめ、「東京大学史

料編纂所研究成果報告 2012-4」として刊行した。 

 
研究成果の概要（英文）：The research group made a computer supported cooperative work 
system for research on medieval Japanese documents. Users of this system use various 
information about historical documents and collaboratively work to add more information 
to the system. Using this system, the group revised considerable information in the 
Shiryohensanjo Historical Information Processing System (SHIPS). The group held a 
conference open to the public about their research and published a report as Tokyo Daigaku 
Shiryohensanjo kenkyu seika hokoku 2012-4. 
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 直接経費 間接経費 合 計 

２００９年度 12,100,000 3,630,000 15,730,000 

２０１０年度 8,800,000 2,640,000 11,440,000 

２０１１年度 8,800,000 2,640,000 11,440,000 

２０１２年度 6,900,000 2,070,000 8,970,000 

  年度    

総 計 36,600,000 10,980,000 47,580,000 
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１．研究開始当初の背景 
(1)東京大学史料編纂所は 1985年度より影写
本収載古文書 21 万点の目録データベース化
を開始し、24 年の歳月をかけて 2008 年度を
もって当初の目標を達成した。さらに古文書
情報の採集範囲を拡大して、古文書に関する
ナショナルユニオンカタログを構築するこ

とを計画し、2005 年度より 2008 年度までに、
「日本古文書ユニオンカタログ」システムを
構築した。このシステムではさまざまな媒体
上の古文書情報を目録データとして網羅的
に登録し、実体として同一の古文書に関する
データを統合するという方式をとっている。 
(2)史料編纂所は一方で、1994 年度より古文
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書フルテキストデータベースシステムを開
発し、『大日本古文書（家わけ）』『同（編年）』
『平安遺文』『鎌倉遺文』を対象とするフル
テキストデータベースをリリースしている。
また 1997 年度以降、原本、影写本、謄写本
等の史料画像のデジタル化を進め、出版物版
面画像もすべてデジタル化した。2005 年度以
降に開発された「日本古文書ユニオンカタロ
グ」は、史料編纂所の提供する古文書関係の
すべてのフルテキストデータと史料画像・版
面画像データ、さらに史料編纂所以外の機関
から公開されているデータにリンクする仕
組みを備えた。 
(3)2006 年度に史料編纂所に附設された前近
代日本史情報国際センターは、国立情報学研
究所よりの委託事業として「鎌倉遺文バーチ
ャルラボラトリ」を立ち上げた。メディアウ
ィキを利用して、『鎌倉遺文』全文データの
修正・追加を協調作業環境において行うとい
うシステムである。試行段階のものであるた
め、本データベースとの関係をどうするかな
ど検討課題を多く残していたが、史料編纂所
の電算機事業に協調作業環境を導入する出
発点となった。 
 
２．研究の目的 
(1)1600 年以前の古文書を対象として、古文
書の所在情報、画像、釈文を共有し、文書名
の付与・年代比定等の古文書利用のための基
礎作業を共同で行い、文書の形態・様式・機
能・伝来等々に関する古文書学上の議論を組
織・集約する協調作業環境をネットワーク上
のバーチャルオーガニゼーションとして構
築する。 
(2)同オーガニゼーションの運用により、「日
本古文書ユニオンカタログ」の網羅性の精度
を上げ、『鎌倉遺文』データの修正・追加を
推進する。 
(3)20 万件を確実に超え数十万件に及ぶこと
の予想される 1600 年以前古文書の全体につ
いて、文書名の検討と年代比定を進め、古文
書学を帰納的に再構築する方向を示す。 
 
３．研究の方法 

協調作業環境のモデルシステムとして開
発された「鎌倉遺文バーチャルラボラトリ」
の運用にもとづく問題点の検討を踏まえて、
東京大学史料編纂所が提供する「日本古文書
ユニオンカタログ」「古文書フルテキストデ
ータベース」「奈良時代古文書フルテキスト
データベース」「平安遺文フルテキストデー
タベース」「鎌倉遺文フルテキストデータベ
ース」を土台として、古文書研究の協調作業
環境を構築し、運用に基づいてシステムの評
価を行うとともに、同システムを利用して古
文書学を帰納的に再構築する方向を示す。 

第 1年度には、古文書研究の協調作業環境

をネットワーク上のバーチャルオーガニゼ
ーションとして構築するためのシステムの
基本設計を行う。 

第２年度には、システム・プログラミング
を行い、実装し、検収する。 

第３年度には、前年度実装されたシステム
を運用して、問題点を検討し、必要なプログ
ラミングを追加して行う。 

第４年度には、システムを運用しながら必
要な修正を加え、さらにシステムの評価を行
う。その上で次期課題の整理する。またシス
テム運用にもとづく古文書学上の研究成果
について、公開研究会を開催して、発表する。 

 
４．研究成果 
(1)1600 年以前の古文書を対象として、古文
書の所在情報、画像、釈文を共有し、文書名
の付与・年代比定等の古文書利用のための基
礎作業を共同で行い、文書の形態・様式・機
能・伝来等々に関する古文書学上の議論を組
織する協調作業環境（「古文書バーチャルラ
ボ」と称する）を構築した。すなわち、 
①史料編纂所歴史情報処理システム（ＳＨＩ
ＰＳ）上の「鎌倉遺文バーチャルラボラトリ」
「鎌倉遺文フルテキストデータベース」「日
本古文書ユニオンカタログ」について、必要
なシステム改修を行った。 
②新規にサーバを導入し、その上に「鎌倉遺
文バーチャルラボラトリ」と「鎌倉遺文フル
テキストデータベース」とを連携させるシス
テム（「データ連携ツール」と称する）を構
築した。 
(2)「古文書バーチャルラボ」の運用により、
「日本古文書ユニオンカタログ」および「鎌
倉遺文フルテキストデータベース」のデータ
修正・追加について試行した。 
 関係者による個別の作業のほかに、共通基
盤となる作業として、研究分担者海老澤衷が
代表を務める鎌倉遺文研究会による東寺百
合文書に関する研究成果を「鎌倉遺文バーチ
ャルラボラトリ」上に登録し、「鎌倉遺文フ
ルテキストデータベース」に移行させた。 
(3)「古文書バーチャルラボ」運用による古
文書学上の研究成果を発表するため、2012 年
9 月 18 日に公開研究会を開催した。 
第１部 研究成果の概要 近藤成一 
第２部 古文書研究をめぐる諸問題：『鎌倉
遺文』未収録の荘園帳簿について 海老澤衷
／広島大学所蔵の『鎌倉遺文』未収録文書に
ついて 本多博之／『鎌倉遺文』未収の天皇
家御願寺関連史料―京都大学文学部所蔵「金
剛心院文書」から 遠藤基郎／『鎌倉遺文』
の「古田券」を典拠とする文書について 柳
原敏昭／弘長三年東寺観智院金剛蔵所蔵『仁
和寺興隆倹約等条々』について 稲葉伸道／
古文書写二題―『宝永三年秋鹿・島根両郡神
社書出帳』と『岩国藩中諸家古文書』より― 



西田友広／中世の位記について 遠藤珠紀
／豊臣秀次朱印状の一斉発給について 金
子拓 
第３部 鎌倉遺文バーチャルラボラトリの
課題について 渡邉正男 
(4)鎌倉遺文未収録文書数について検討した。 

「日本古文書ユニオンカタログ」（以下「古
文書ＵＣ」）の公開データ数は、2012 年 11 月
30 日現在で 418,494 件であるが、鎌倉時代古
文書のデータ数は 80,182 件であり、そのう
ち 35,124 件が『鎌倉遺文』を底本とするデ
ータ数である。言い換えればその差分 45,058
件が『鎌倉遺文』以外を底本とするデータ数
ということになる。このうちには実体は同一
文書であるが、別の底本から採られているた
めに重複してカウントされているものがあ
る。 

鎌倉時代古文書 80,182 件を 3 つに区分す
ると、各区分に属するデータ数は次のように
なる。 
α 鎌倉遺文を底本とするデータで、他の底
本 の デ ー タ と 統 合 さ れ て い な い も の 
19,077 件 
β 鎌倉遺文を底本とするデータと、他の底
本のデータが統合されているもの 40,332
件 
γ 鎌倉遺文を底本とするデータと統合さ
れていない、他の底本のみによるデータ 
20,773 件 

上記のうち、βには鎌倉遺文を底本とする
データと、他の底本のデータが、たとえ統合
されていても別々にカウントされているし、
γは鎌倉遺文を底本とするデータを含まな
いが、鎌倉遺文外を底本とするデータ同士で
統合されている場合も、それらは別々にカウ
ントされている。統合されているデータにつ
いては代表データのみを数えることにする
と、上記の数値は次のように収縮する。 
α 19,077 件 鎌倉遺文データのみなので
収縮せず 
β 40,332 件→16,047 件 
γ 20,773 件→18,741 件 

上記の数字が 2012 年 11 月 30 日現在のも
のである。3 か月以前の 2012 年 8 月 31 日か
ら公開データの増加はないが、この間にデー
タ統合を進めた。その成果がどのくらいかを
示すために、代表データ数の変化を示すと、 
  8 月 31 日 11 月 30 日 
α 20,451 件 19,077 件 
β 14,673 件 16,047 件 
γ 20,597 件 18,741 件 
計 55,721 件 53,865 件 

全体として、データ統合により、代表デー
タ数が 1,856 件減じて、55,721 件から 53,865
件になった。 

55721－53865=1856 
α＋βは鎌倉遺文データ数を示すので、

35,124 件で一定である。従って鎌倉遺文デー
タと他底本データとの統合によりβが増加
しαが減尐するが、その数値は一致し、1,374
件である。 

20451－19077=16047－14673=1374 
γの減尐数 1,856 件のうち、上記の数値

1,374 件は鎌倉遺文データと他底本データと
の統合によるものであるが、1,856 件から
1,374 件を減じた差分 482 件は、他底本デー
タ同士の統合によるものである。 

20597－18741=1856 
1856=1374+482 
α・β・γの数値は、データ登録による総

数の増加とデータ統合の進捗の 2つの要素に
規定される。βには「総数の増加」と「統合
の進捗」の両方が増加要因として作用する。
αには「総数の増加」単独では増減いずれに
も作用せず、「統合の進捗」が減尐要因とし
て作用するが、「総数の増加」は統合の可能
性を高める。γには「総数の増加」は増加要
因として、「統合の進捗」は減尐要因として
作用する。 

「総数の増加」と「統合の進捗」が理想的
に進めば、やがてα=0 になり、β=35,124 と
なり（『鎌倉遺文』自体における重複文書が
統合されるとβ<35,124 となる）、それ以後、
さらに「総数の増加」と「統合の進捗」が進
んでもα・βの数値は変化しなくなる。そし
てその時点以後のγの数値が、データ統合が
完璧に行われているという前提に立てば、
『鎌倉遺文』未収録文書数を示すことになる。 

2012年11月30日現在でα=19,077件とい
うのは、『鎌倉遺文』収録文書について、対
応する底本によるデータを見出し得ていな
いものがそれだけあるということを意味す
る。『鎌倉遺文』収録文書総数の過半数であ
る。これはもちろん古文書ＵＣにおけるデー
タ登録とデータ統合の両方が不十分である
ことによるけれども、内容に立ち入って検討
すると、『鎌倉遺文』には典籍・記録所引文
書が相当数収録されており、古文書ＵＣの登
録作業がまだそこまで及んでいないことに
もよると思われる。 

一方で、γ=18,741 件というのは、これが
そのまま『鎌倉遺文』未収録文書の数を示す
わけではない。おそらくこのうちには『鎌倉
遺文』データと統合されてαを減尐させうる
データが相当残っているであろうし、あるい
はまた『鎌倉遺文』データとは統合されない、
従って『鎌倉遺文』未収録文書のデータであ
っても、それら同士で統合可能な場合も相当
残っていると思われるので、データ統合の精
度を上げれば、γの数値はもっと小さくなる
であろう。現時点でγの数値がかなり大きい
ことは、『鎌倉遺文』未収録の文書が相当多
いことよりも、古文書ＵＣにおけるデータ統
合作業がまだまだ不十分であることを示し



ていると考える。 
(5)以上の研究成果の内容を報告書にまとめ、
「東京大学史料編纂所研究成果報告 2012-4」
として刊行した。 
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